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れており，′J、白川3学部はその単位数を満たすべく   


















































省 令 科 目  単位数  開   講  科   目  単位 数  開講学年   備 考   
生涯学習概論   生 涯 学 習 概 論  2   2   人文学部開講   
博物館概論  2   博物館学について，授業科目の  
博物館学（概論）2単位，  
博物館経営論   博物館学（経営論）2単位，  




博物館情報論   目名ではなく，それぞれ博物館学2  
単位と表示されます。  
博 物 館 実 習   ※必修，附属博物館で実習  
（事前・事後指導を含む）  
2   3  
（博雄詳細、る葡  
臨 海 実 習 Ⅰ  ロ   生物学科学生のみ  
臨 海 実 習 Ⅱ  口   2   生物学科学生のみ  
植物 分類 学 実習   2   生物学科学生のみ  
博物館実習   3  動 物 生 態 学 実 験  口   3   生物学科学生のみ  
自然科学基礎実験Ⅲ  口   3  
野 外 実 習 Ⅰ  口   2   地球環境学科学生のみ  
野 外 実 習 Ⅱ  口   2   地球環境学科学生のみ  
自然科学基礎実験Ⅳ  口   2  
芸 術 文 化 実 習  2   2   人文学部開講  
文化財調 査 実 習   2   2   人文学部開講   
植 物 系 統 分 類 学  2   2  
視聴覚教育  
動 物 系 統 分 類 学  2   2  
地球環境文献購読Ⅰ  2   
メディア論   
3   地球環境学科学生のみ  
美学・芸術学概論   2   2   人文学部開講，隔年開講  
芸 術 文 化 概 論  2   2   人文学部開講，隔年開講   
教育学概論   教  育  原  論  2   2  
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図表2 開講以来の単位修得者数  















なっている。   
学芸員になるための資格を得るためには博物館  
図表3 開講以来の単位修得者数の経年推移  
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図表4 平成20年度の博物館実習日程表   
A日程事前指導  
8／18（月）教養教育1号館115教室  → 教養教育1号館情報処理教室2  
時間   9：35～10：20   10：30～12：00   13：00′－14：30   14：40～16：10   
内容   学芸員の資格取得  
本館構成と実務について  実習事前指導   
館長，事務補佐員  
A日程実務実習  
第1日   第2日   第3日   第4日  
8／19（火）   8／20（水）   8／21（木）   8／22（金）   
8：45  出席簿捺印   出席簿捺印   出席簿捺印   出席簿捺印  
9：00  
オリエンテーション   
本館見学   
理学部講師   理学部准教授   地域教育文化学部  
12：00  岩田尚能   横山潤   教授  
昼食  伊藤清郎  
13：00  
13：30～16：00  13：30～16：00  
見学実習  
拓本の取り方   絵画資料の取扱い  
見学実習  
山形県立博物館  山形県郷土館  地域教育文化学部  
（文翔館）  教授  
16：00  宮島新一  
16：30  
課題記入・清掃   課題記入・清掃   
事後指導9／25（木）8：50～16：10（人文103教室）  
B日程事前指導  
9／16（火）教養教育1号館115教室   → 教養教育1号館情報処理教室2  
時間   9：35～10：20   10：30～12：00   13：00～14：30   14：40～16：10   
内容   学芸員の資格取得  
本館構成と実務について  実習事前指導   
館長，事務補佐員  
B日程実務実習  
第1日   第2日   第3日   第4日  
9／17（水）   9／18（木）   9／19（金）   9／22（月）   
8：45  出席簿捺印   出席簿捺印   出席簿捺印   出席簿捺印  
9：00  
オリエンテーション  岩石標本の作成   9：30～12：00   
見学実習  
地質図の読み方・  
本館見学   書き方  
地域教育文化学部   
教授  理学部教授  
12：00  大友幸子  
昼食  
丸山俊明  
13：00  歴史史料の解読  13：30～16：00  
見学実習  
拓本の取り方  
人文学部准教授  人文学部准教授  山形県郷土館  
阿部成樹   三上喜孝   （文翔食ゎ  
16：00  
16：30  課題記入・清掃   課題記入・清掃  課題記入・清掃   
事後指導9／25（木）8：50～16：10（人文103教室）  
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A日程 8月21日  
拓本の取り方  
A日程8月21日  











B日程9月19日   
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地質図の読み方・書き方  拓本の取り方  
B日程9月22日  B日程9月22日   
オリエンテーション   
A日程8月19日   
B日程9月17日  
事後指導  




















6月下旬～7月11日 履修申し込み期間  
7月22日 A日程の実習説明会   
7月23日 B日程の実習説明会  
8月18日 A日程の事前指導   
8月19～22日 A日程の博物館実習   
9月16～22日 B日程の事前指導   
9月17～22日 B日程の博物館実習   






る。また，一度社会に出た方や大学院生が学部の科   
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昨年度の日程は下記の通り。日程によって順序が入れ替わるが，詳細は説明会にてお知らせする。   
＜説明会＞ 博物館実習の概要と受講のあり方について   
＜事前指導＞ 学芸員の資格取得，本館構成と実務について ＜第3日目＞ 午前：岩石標本の作成， 午後：魚類の形態観察   
＜第1日目＞ 午前：オリエンテーション，午後：他館見学  ＜第4日目＞ 午前：絵画資料の取扱い，午後：他館見学   
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※ 今年度の申し込み・説明会は終7しました（2008．7．23）  
包 学外からの実習希立春受け入れについて  












図表8 他大学等からの履修者受け入れ実績  
年度   実施総数  学外者   備考   
昭和55   119   人文学部に聴講生1名   
昭56～平14   1，804   0   この間学外からの受講者はなし   
平15   84   2   金沢大学資料館館員1名，立命館大学学生1名   
平16   101   3   放送大学学生2名，不明1孝．   
平17   109   0  
平18   82   立命館大学学生1名．   
平19   64   0  
平20   83   5   
人文学部院生1名，広重美術館館員1名り放送大学学生1名，  
農学部院生1名，京都外国語大学学生1名   
合計   総計2，446   12  
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他館見学を通じて現在の博物館を取り巻く現状   
方式を見習って改善策を検討しなければと逆に勉強  
になることも多いのである。  



















































































リアルな博物館の姿を知ることが出来た。   
博物館を見学者としてではなく「学芸員（職員）」   
の視点で見ると見方が変った。   
「博物館」における仕事の分業化の必要性につ   
いて考えさせられた。   
博物館の使命の一つ，「保存管理」の難しさを知   
った。   
「展示」という仕事についてより多くの工夫が   
なされていることを知った。   
博物館における様々なコミュニケーションの大   
切さを学ぶことが出来た。（他，学芸員のコミュ   
ニケーション能力の重要性について多数意見あ   
り。）   
今までと博物館を見る目が変った。   
博物館の運営について知ることが出来た。   
博物館の中でも「大学博物館」は第一に学生の   
利用について考えるべきである。   
バリアフリーについて博物館はもっと積極的に   
考えるべきだ。   
博物館学への興味が更に増して，ここで学んだ   
ことをちゃんと活かせるようになりたいと思っ   
た。   
博物館にも総合博物館や歴史系の博物館，自然   
系の博物館といろいろ種類があることを学んだ。   
いずれも過去から未来へのつながりを感じるこ   
とが出来る共通点がある。   
実務実習中の植物採集などを通じて，資料収集   
の目的は珍しいもののみを求めることではなく，   
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（3）「博物館」を取り巻く状況について   
社会の中における「博物館」のあり方を考えさ   
せられるきっかけとなった。   
日本における博物館の維持発展のための行政的   
な介入（設備や法律の整備，資金面の援助）は   
もっと積極的に行なわれるべきだ。  
（4）「学芸員」について   
今まで知る事が出来なかった色々な側面の「学   
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一人よがりにならないことを深く心に刻んだ。   
（5）資格取得にあたって   
一連の実習を終えて，なぜ自分がこの資格を取   
ろうと思ったのか考えることが出来た。   
自分の専門である社会教育施設と地域社会の関  
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感謝申し上げるとともに，キャンパスとしてよい結   
果を結実できるよう博物館としても今後のカリキュ   
ラム運営にあたって微力ながらお世話の労をとらせ  















希望している。   
いっぽう学外では社会教育法が平成20年夏季に  
改正され，社会教育機関としての博物館の在り方が   
ますます重要視されてきており，ひいてはそれに比  
例する形で学芸員資格取得基準の一段の強化といっ  




















































これからの博物館の在り方に関する検討協力者会議   
編 2007『これからの博物館の在り方に関す  
る検討協力者会議報告書』．  
山形大学附属博物館1980～2008『山形大学附属   
博物館報』7～34号．  
山形大学附属博物館編1993『山形大学附属博物   
館40年のことども』．  
山形大学理学部編 2008『山形大学理学部学生便   
覧（平成20年度入学者用）』．  
山形大学理学部編 2008『山形大学理学部シラバ   
















木則雄，鬼島百合子，米澤 軌柴崎勝美0順不同，  
敬称略）など数多くの事務員の方々に支えられて成  
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